
」
界
隈
を
ナ
く

旧

町

維

・

い
　
一

和
十

-

は
下
紺
屋
町
で
繊

の
卸
と
小
売

の
多

こ

の
あ
た
り
は
昭

大
火

の
後
、
同
時

黒
い
格
子
が
残
る
大
型
の
町
家

で
今
井
染
物
屋

約
百
五
十
年
前
の
江
戸
後
期

に
建
て
ら
れ
た
商
家
で
、
雁

木
は
古

い
形
式
と

い
わ
れ
る

造
り
込
み
式
で
す
。

江
戸
時
代
か
ら
染
物
屋
を
営

み
、
多
く
の
職
人
や
使
用
人

が
住
み
込
み
で
働

い
て

い
ま

し
た
。

高
田
の
ま
ち
で
も
特
に
大
き

な
茶

の
間

の
吹
抜
け
空

間

は
、
雪
国
の
町
家
の
わ
り
に

細
日
の
部
材
の
梁
組
と
、
整

然
と
組
ま
れ
た
貫
が
端
正
淡

表
情
を
み
せ
て
い
ま
す
。

“

〓
コ
一

洋
風
の
旅
館
や
娯
楽
施
設
が

流
行
し
ま
し
た
。
正
面
の
軒

飾
り
や
ア
ー
チ
窓
が
目
を
惹

く
映
画
館
は
、
明
治
四
十
四

年

に
芝
居
小
屋

「
高

田
座
」

と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で

す
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
先
駆

７
雑
貨
店
」

店
舗
部
分
は
昭
和
初
期
の
重

厚
な
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
。
専
売
公
社
時
代
の
煙
草

販
売
調
度
品
ヤ
ラ
イ
オ
ン
石

鹸
の
看
板
な
ど
、
懐
か
し

い

品
々
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

飾
り
窓
の
華
や
か
な
洋
風
建
築

Ｔ
洋
食
店
」
２
Ｅ

明
治
三
十
八
年
の
建
築
当
初

は

「牛
丸
」
が
屋
号
の
牛
肉

販
売
兼
洋
食
店
。

ハ
イ
カ
ラ

唆
お
客
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

奥
は
住
居
で
、
風
呂
場
の
九

谷
焼
タ
イ
ル
絵
に
は
金
谷
山

で
ス
キ
ー
を
す
る
こ
ど
も
や

錦
鯉
が
描
か
れ
、
洒
落
た
暮

ら
し
が
偲
ば
れ
ま
す
。

ま
ち
歩
き
の
拠
点
に

⑩

マ

家
交
流
館

高

田

小

町

」

明
治
の
町
家
三
軒
分
の
間
口
　
一

に
、
立
派
な
鬼
瓦
を
載
せ
た
　
一

大
屋
根
と
土
蔵
の
あ
る
商
家
　
一

を
再
生
活
用
し
た
交
流
施
設
　
一

で
す
。
各
種
の
催
し
会
場
に
、
　
一

ま
た
城
下
町
高
田
の
ま
ち
な
　
一

か
散
策
の
休
憩
　
案
内
所
と
　
一

し
て
も
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
　
一

（入
場
無
料
、
ト
イ
レ
あ
り
）

一

職
人
の
技
が
光
る
　
　
　
　
　
一

●

「大
正
浪
漫
の
町
家
」

元
鉄
工
場
主
の
住
ま
い
で
あ
　
一

り
、
見
事
な
欅
造
り
の
吹
抜
　
一

す

と

、

黍

室

り

，
苗

皆

癸

、
　

一
印は 上越を舞台にした映画「ふみ子の海」ロケ現場
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気 間 す 七 が 母  ド に
｀

の を 問
ら 抜 さ 具 昔0 す よ い 戦 期
続 け れ

｀
な 旧  

°
く 間 前 に

替
え
ら
れ
た
た
め
、

丁
寧
な
造
り
で
、
広

ヤ
表
二
階
の
出
窓
が

た
町
家

が
並

び
ま

店

の

ミ
セ
に
は

ど
が
残

ら
の
建
具
ヤ
商
売
道

い
ま
す
。
大
き
４
吹

の
広

い
昔
か
ら
の
町

し
た
呉
服
店
。
二

下
、
座
敷
か

縁
側
と
庭
の
風
情
は

い
座
敷

か
ら
見

れ

の
土
蔵
が
見
ら
れ

々
た
る
吹
抜
け
の
梁

清
楚
な
白
壁
と
渡
り

調
和
が
見
事
で
す
。

の
表
二
階
に
広

い
座

り
、
中
庭
と
明
治
三

庭
に
面
す
る
細
長

い

縁
側
も
心
地
よ

い
雰

す
。

キ
え
門
範
り
」

老
舗
の
味
と
香
り

０

「味
噌
・醤
油
店
」

静
醤
油
の
香
り
に
包
ま
れ
ま

す
。
火
災
後
の
昭
和
初
期
改

築
で
す
が
、
古

い
ｔ
蔵
や
人

き
な
石
の
水
備
、
普
通
り
の

味
噌

つ
く
り
の
道
具
は
現
役

で
、
雁
木
の
古

い
舗
石
と
木

製

ベ

ン
チ
も
風
情
た

っ
ぷ

０

「料
亭
」

肯
は
田
端
町

（現
在
の
仲
町
）

●

「料
亭

も
続
く
老
舗
料
亭

界

隈
を
歩
く

粋
な
黒
塀
に
見
越
し
の
松

場
。一畔
ｈ
賞
』
¨
０
醐
鶴
濃
理
の
町
家
」

低

い
屋
根
の
造
り
は

「差
し

掛
け
」
と
い
い
、
二
階
建
て

禁
―卜
で
あ

っ
た
江
戸
時
代
の

名
残
で
す
。

頸
城
平
野
の
郷
土
史
と
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
研
究
支
援
す

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
拠
点
。

渡
り
廊
下
、
自
作
の
鉄
製
手

摺
は
必
見
。
ま
た
和
室
の
造

作
と
繊
細
な
建
具
も
、
大
正

浪
漫
を
奏
で
て
い
ま
す
。

職
人
の
仕
事
場
と
暮
ら
し

⑫

７
金
津
憲
太
郎
桶
店
」

江
戸
時
代
後
期
の
町
家
。
桶

職
人
の
仕
事
場
や
上
間
の
か

ま
ど
な
ど
、
懐
か
し
い
暮
ら

し
の
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。



だ の で

い
わ
れ
ま
す
。
大
門
通

の
高
官
達
が
三
階

ら
金
谷
山
を
望
ん

と
塀
、
池
や
樹

を
語
り
ま
す
。

明
治
中
期
に
現
地
に
移
転
。

広

い
庭
園
と
数
奇
屋
の
料
亭

で
す
。

「
堅
・横
春

日
町
」

大
き
な
商
家
の
構
え

者 日 装

一界

隈

一を

ナ

く

）

「
質

実

剛

健

の

町

家

」

　

江
一戸
中
期
創
業
の
老
舗
飴
屋

一

一●

「高
橋
あ
め
や
」

一

瓦
葺
き
で
間
口
四
間
の
北
側

　

一　
　
　
国
登
録
有
形
文
化
財
　
　
　
　
一

れぃ場げス一椰特』にご所製
　一　　針̈
幹け「̈
一嵩脚闘静　一


